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数の相対的な見方について 

（２年） 

 １０を１４こ集めた数はいくつですか。 

 １０円玉をイメージして、１０が１こで１０。１０が２こで２０。１０が３こで３０・・・・ 

 ・・・１０が９こで９０。１０が１０こで１００。１０が１１こで１１０。１０が１２こで１２０。 

 ・・・・１０が２０こで２００。というふうにとらえさせる。 

 ２３０は、１０を何こ集めた数ですか。 

 １０円玉をイメージして、１０がこで１０。１０が２こで２０。１０が３こで３０・・・・ 

 ・・・１０が９こで９０。１０が１０こで１００。１０が１１こで１１０。１０が１２こで１２０。 

 ・・・・１０が２０こで２００。というふうにとらえさせる。 

 では、２３０は、１０がいくつですか。➝２３ となる。 

 １００を１８こ集めた数はいくつですか。 

 １００円玉をイメージして、１００が１こで１００。１００が２こで２００。１００が３こで 

 ３００。・・・１００が９こで９００。１００が１０こで１０００。１００が１１こで１１００。 

 ・・・１００が２０こで２０００というふうにとらえさせる。 

 ２３００は、１００を何こ集めた数ですか。  

１００円玉をイメージして、１００が１こで１００。１００が２こで２００。１００が３こで 

 ３００。・・・１００が９こで９００。１００が１０こで１０００。１００が１１こで１１００。 

 ・・・１００が２０こで２０００というふうにとらえさせる。 

 では、２３００は、１００がいくつですか。➝２３ 

これは、１０倍、１００倍という表現でないので、あくまでも「１０がいくつ」「１００がいくつ」

という考え方である。位や、数値の移動で考えるのは、むずかしいので、「位のものさし」で考える

のは、次学年に回した方がよい。 
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（３年） 

 ２５を１０倍した数は、いくつですか。 

 ２０を１０倍して５を１０倍してそれを合わせる。 

     ２０×１０＝２００ 

 ２５              ２５０  ここから「０」を１つつければよい。 

      ５×１０＝５０ 

 ２５０を１０でわった数は、いくつですか。 

 ２００を１０でわって５０を１０でわってそれを合わせる。 

      ２００÷１０＝２０ 

 ２５０              ２５  ここから「０」を１つ消せばよい。 

       ５０÷１０＝５ 

 ここから、１０倍、１００倍、１０００倍、１/１０、１/100、１/1000 を考えさせ、 

「０の数だけ、たしたりひいたりすればよい」というアルゴリズムを見つけさせる。 

そして、「位のものさし」を使って、数の移動で説明する。 

 

 

（４年） 

 ２５億を１０倍した数は、いくつですか。２５億を１/10 にした数はいくつですか。 

 整数を１０倍、１００倍、・・・・とすると、０の数だけ位があがる。 

整数を１/10、１/100・・・・とすると、０の数だけ位がさがる。 

「位のものさし」を使って数の移動で説明する。 

「０の数だけ、たしたりひいたりすればよい」というアルゴリズムを知っているので、数を拡 

張しても成り立つ事をおさえる。 
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 ０．７４を１０倍した数はいくつですか。０．７４を１/１０にした数はいくつですか。 

 小数の始めに、小数点の意味をおさえておく。 

 「小数点は、位を表す点です。小数点の左の位が一の位になります。」 

 １０倍するということは、一の位が、十の位になるということだから、小数点を１つ右に移動すれ 

ばよい。１/１０にするということは、一の位が、1/10 の位になるということだから、小数点を１ 

つ左に移動すればよい。ということになる。 

これで、10 倍、100 倍・・・1/10、1/100・・・は、小数点の移動でもとめることができる。 

小数点の移動ということは、数の移動ではなく、位の移動である。 

０．７４×１０＝７．４         ０．７４÷１０＝０．０７４ 

1/10 の位    一の位         1/10 の位     1/100 の位 

1/100 の位   1/10 の位       1/100 の位    1/1000 の位 

 

（５年） 

 ２．９８を１０倍、１００倍、１０００倍した数はいくらですか。 

 ６３４を 1/10、1/100、1/1000 にした数はいくらですか。 

５年生では、小数点の移動で説明する。 

   

１０倍、１００倍、１０００倍とか 1/10、1/100、1/1000 の数の相対的な見方は、小数点の移

動で考えると簡単になるということでまとめる。 


